
社会　第２学年　　本時の指導計画例
	単元名
	本時のねらい
	時数

	「 天下泰平の世の中 」
	江戸時代前半にはどのような特色を持った文化が展開したのか理解する。
	（　５　/　５　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　この時期の文化の中心地や町人が文化の担い手で　あったことを理解する。
	・江戸時代の身分制度について振り返らせ，武士は年貢などで生活を支えていた点などを確認する。
・京都や大阪を合わせて上方と呼ぶことを確認する。
	


	



	展
開
	２　元禄文化の代表的な作品や作者について理解する。

３　町人が文化の担い手になるほど成長した理由について考え，１人１台端末を用いて班でまとめる。

４　各班で出た意見を班の代表者が発表する。
	・町人を題材に取り上げている作品や町人の財力が文化を支えた点など，町人との関連から具体的に理解させる。
・節の学習内容を踏まえて，キーワードや短文で理由を挙げさせる。［Jamboard］
・班で出た意見をまとめ，分類させる。［Jamboard］
	

【知】町人が成長した理由を節の学習内容を基に理解している。[Jamboard]

	

②個人や班の意見をJamboardにまとめる。（１人１台端末の活用）
③各班で個人の意見を集約・分類してまとめさせる。


	ま
と
め
	５　各班で出た意見の発表を通して，江戸時代前半の文化の特徴や社会の様子をまとめる。（節の振り返り）

	・大きな争いがなくなったことと，産業の発展や交通網の整備，都市での文化とを関連付けて，節の学習内容を振り返らせる。
	【態】産業の発達と町人文化について，より良い社会の実現を視野に，そこで見られる課題について追及している。[Jamboard]

	




[bookmark: _GoBack]
※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

